
（１）難病・小慢 DBシステム                       

難病・小慢 DBシステムでは、特定医療費（指定難病）医療費助成の申請に必要な臨床

調査個人票（以下、「臨個票」という。）及び小児慢性特定疾病医療費助成の申請に必要な

医療意見書をオンラインで登録することができます。 

難病・小慢 DBシステムの概要については、下記（図１）のとおりです。 

図１（難病・小慢 DBシステムの概要） 

① 指定医が臨個票を作成し、難病・小慢 DBに登録する。 

② 指定医が臨個票を難病・小慢 DBから取得する。 

③ 指定医がアクセスキー付き（のみ）臨個票を発行し、患者に渡す。 

④ 患者がアクセスキー付き（のみ）臨個票を申請する。 

⑤ アクセスキーを用いて臨個票をオンライン上で取得する。 

⑥ 受給者証を交付（不承認の者には不承認通知を送付）する。 

また、難病・小慢 DBシステムでは、下記の機能を使用することができます。 

・前回登録した情報を呼び出し、変更があった項目のみ修正して登録できる。 

→前回登録した情報から変更があったところのみ入力すれば足りることになり、指定医が

一から作成する必要がなくなる。 

・指定医の兼務先医療機関を登録する。 

→指定医が兼務先医療機関を登録することで、兼務先医療機関の患者の臨個票を閲覧・修

正ができる。 

・臨個票を連携する。 

→患者の同意を元に、転院時等に患者から受領したアクセスキーを入力することで、他の

医療機関で作成した臨個票を閲覧できる。 

・臨個票の不備をチェックする。 

→臨個票登録時に入力漏れ・矛盾がないか等が自動でチェックされます。 

（２）本補助金の目的                          

本事業では、難病・小慢 DBシステムを利用するために必要なパソコン等の購入費用や

院内システムの改修費用などを補助します。 
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（３）補助金交付申請から受給までの流れ                             

補助金の交付申請から受給までの流れについては下記のとおりになります。 

内容の詳細につきましては、「栃木県臨床調査個人票等電子化補助金交付要領」を御確認く

ださい。 

申請者（医療機関） 感染症・疾病対策課 

  
➀ 意向調査（４月～10月頃） 

栃木県公式ホームページで当該補助金に

ついての意向調査を回答する 

➁ 内示通知  

※意向調査〆後 

・意向調査に回答のあった申請者（医療

機関）に対して内示通知する 

・交付申請書の提出を依頼する ➂ 交付申請 

・交付申請書（別記様式第１）を提出す

る 

➃ 事業着手（～翌年２月頃） 

・パソコン購入、院内システムの改修

を行う 

➄ 交付決定（翌年３月上旬頃）  

※国からの交付決定後 

・申請者（医療機関）に対して補助金額

の確定通知を発出する 

➅ 補助金請求（翌年３月上旬頃） 

・補助金請求書（別記様式第４）を提出

する 

➆ 振込（翌年３月下旬頃）  

・申請者（医療機関）に対して補助金の

振り込みを行う 

➇ 補助金実績報告（翌年３月下旬頃） 

・実績報告書（別記様式第３）を提出す

る 

 

➈ 受給（翌年３月下旬頃） 

 



（４）本事業の申請にあたり                        

本事業の交付申請を行うにあたり、「栃木県臨床調査個人票等電子化補助金交付要領」を御

確認ください。 


